


東京佼成ウィンドオーケストラの全面バックアップのもと、
吹奏楽部の技術的な強化を図ります。

楽器ごとに講師がつき、
月１回ペースの定期的なレッスンを行います。

年間を通じた指導により、
より高度な技術を習得することができます。

専門的な指導を受けるなかで、
プロ演奏者への道も視野に入れていきます。

■顧問より

　吹奏楽の良さは、多くの仲間と演奏できることです。多様な個性が交じり合う環境で真剣に音楽を作りあげる
作業を通して、他人を思いやる心を育てることができます。コンクールのみならず多くの演奏機会を通じて、生徒
同士がどうすればお客様に喜んでもらえる演奏が出来るのか意見を出し合い、お互いに成長することを願って
います。そして、音楽の本当の素晴らしさに触れることができれば、その経験はきっと人生の大きな糧となるで
しょう。将来的にプロの演奏者を目指す生徒にも、心強い指導体制となっています。
　音楽作りが人間作り、人間作りが音楽作りでもある部活動のなかで、感動いっぱいの学校生活を送ってもらい
たいと思います。

佼成学園女子中学高等学校吹奏楽部の指導スタッフ

吹奏楽部ミュージックアドバイザー・フルート講師

林　康郎　HAYASHI  Yasuro　(東京芸術大学音楽学部卒業)

○オーボエ

○クラリネット

○サクソフォン

○トランペット

○ホルン

○トロンボーン

○ユーフォニアム

○テューバ

○パーカッション

○コントラバス

宮村　和宏　(東京芸術大学音楽学部卒業)

林　裕子　(国立音楽大学音楽学部卒業)

栃尾　克樹　(東京芸術大学音楽学部卒業)

安藤　真美子　(東京芸術大学音楽学部卒業)

上原　宏　(桐朋学園大学音楽学部卒業、同大学院研究科修了)

酒井　一也　(国立音楽大学音楽学部卒業)

岩黒　綾乃　(国立音楽大学音楽学部卒業)

小倉　貞行　(東京芸術大学音楽学部卒業)

山口　多嘉子　(東京芸術大学音楽学部卒業、同大学大学院修了)

前田　芳彰　(桐朋学園大学音楽学部卒業)

　人が地球上に現れ農耕するようになるまでの長い時間、人類は100人前後の集団で行動し
ていたと、文化人類学者に聞いたことがあります。100人という単位は、人が暮らし子供を育む
には、居心地の良いサイズなのでしょう。しかし、現代は大都会の中の核家族生活。100人で一
つのことに立ち向かう集団というのはオーケストラくらいのものでしょうか。
　ベネズエラでのオーケストラによる社会教育、「エル・システマ」は素晴らしい結果で次のこ
とを実証しました。吹奏楽で音楽に向き合うことは、心と体のバランスを最適の状態に導いて
くれるのです。

東京佼成ウィンドオーケストラ

松本　一禎　MATSUMOTO Kazuyoshi

　アンサンブルとは、「一緒に」という意味のフランス語です。異なる個性が一緒になって一つのことに取り組む
と、「調和」が生まれるのです。仲間とともに音楽を創る。そこには個人の技術を伸ばすための練習や、仲間との
意見交換が必要になります。ものごとの多様性を学び、互いに切磋琢磨して成長することができます。
　音楽に限らず、「本物」に触れ、目標にすることが上達の一番の近道です。そういった意味でも、第一線で活躍
する先生方と身近に接することは大きな経験となるでしょう。
　本気でものごとに当たり、大変な思いをしてこそ得る感動があります。中学・高校時代にしか味わえない感動
体験を、一緒に重ねていきましょう。

渡邉　美由紀　WATANABE Miyuki




